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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・笹川　清様～胃管チューブ、膀胱留置カテーテル定期交換実施。次回：R2.6.9(火)予定。
・小向　静江様～レボフロキサシンは飲み切り終了。
・吉田　レイ子様～食事摂取できている事から、点滴は昨日で終了。
・是川　志郎様～臨時薬14日分処方となっている。　　　
・山下　類子様～臨時薬14日分処方となっている。
＜入院＞
・鈴木　徳美様～東C4
＜部屋移動＞
・小松　忠雄様～東C4　→　東合
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。話し掛けの多さあるも不穏さはなく対面時穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。奇声や自傷行為なく落ち着いている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞

・木村　格治様～10時体温37.8℃、他バイタルサインの異常なし。不調の訴えなし。14時再検し36.6℃。妄想発言や高圧的態度なし。
・西塚　幸子様～帰宅要求や不穏さなく対面時穏やか。
・澁屋　智子様～飲酒、不調の訴え聞かれず、ホールにて余暇を過ごされる。
・飯岡　裕子様～8：00指示のオキシコドン2Cap投薬。フェイススケール3。
　　　　　　　　14：00体温38.3℃あり発熱時継続指示のカロナール（200）2T投薬。
　　　　　　　　寒気あり倦怠感等の訴えなし。食事全量摂取できている。
・馬渡　満芳様～ホールにて過ごされている。帰宅要求あるも切迫した様子なく対応穏やか。
・谷地　ツヨノ様～ホールにて過ごされている。帰宅要求あるも説明にて了解されるも再度同様の訴えが聞かれている。
・盛田　豊實様～ホールにて過ごされている。不穏さや介護拒否なく穏やか。

・小松　忠夫様～眠気強く傾眠傾向。食事は1/4のみ摂取される。粗暴的言動なし。
・吉田　レイ子様～食事は自力で1/2,2/3摂取される。希死的発言はなく対面時穏やか。
＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～レボトミン30mg/1日からレボトミン（25）3T　1×毎食後（75mg/1日）
へと増薬。問題行動ある為、隔離継続。7日分処方。
・八木田　勝則様～デポ剤使用に伴いアリピプラゾール（12）1T　1×朝食後→アリピプラ
ゾール（6）1T　1×朝食後へと減薬。7日分処方。
・庭田　美紀子様～臨時薬変更なく7日分処方となる。5/27（水）エビリファイ（1回/月）
　　　　　　　　　実施予定。
・神田　直樹様～臨時薬同内容にて7日分処方。さくら病院へ転院希望ありPSWへ情報提供していく。
・森　ヒデ様～臨時薬同内容にて7日分処方。退院支援進めるようにとの事。
・松川　照男様～臨時薬同内容にて7日分処方。退院支援進めるようにとの事。
・西塚　幸子様～血圧高値は入院してすぐの為、経過観察。降圧剤の導入を検討していくとの事。臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・小松　忠夫様～臨時薬同内容にて7日分処方。退院先は自宅となっているが現在のADLでは難しいと考えられる為、再度検討を主治医より勧めるようにとの事。
　　　　　　　　バルーンカテーテル交換指示5/27(水)で頂いている。
・浪岡　美喜男様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・上田　恭子様～時折不機嫌さある為、コントミン（12.5）1T　1×朝、夕食後→コントミン（12.5）1T　1×毎食後へと増薬となる。
・木村　美智子様～定期薬同内容にて7日分処方。
・工藤　禮子様～重度心不全の為、浮腫増強している。また労作時の息切れなども確認されている為、スピロノラクトン（25）1T　1×朝食後へと追加となり7日分処方となる。
・馬渡　満芳様～落ち着きの無さ見られる為、明日より抑肝散　1P　1×朝、夕食後へ追加となり7日分処方となる。
・水梨　孝純様～定期薬同内容にて7日分処方となる。
・内城　弘二様～ジアゼパム(10)　1T　1×朝食後→ジアゼパム(5)　1T　1×朝食後へと減薬。便秘を訴えありグーフィス　1T　1×朝食前へと追加。
　　　　　　　　また、ARPⅡ期終了後“ダルク”退院を視野に入れご家族様、本人様へ希望を取るようにとの指示あり。PSWへは連絡済み。
・笹川　清様～臨時薬同内容にて7日分処方。介護保険について確認取るようにとの事。
　　　　　　　PSWへ連絡依頼している。介護保険証が届いた場合には病棟でスキャンして
頂きたいとの事。退院勧めても良いとの事。血糖値時折低値あるが安定し
てきている為、明日より血糖測定3検（5：00、11：00、17：00）となる。

＜新入院患者様情報＞
日時：R2.5.26  13：21

　　氏名：鈴木　徳美（すずき　とくみ）様

生年月日：昭和14年2月13日（81）

　　病名：アルツハイマー型認知症

　合併症：高血圧、心疾患

　　　　　（ペースメーカー挿入中）

　　性別：男性

　主治医：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Ｃユニット

　

(経過）

　八戸市立市民病院からの転入院。妻と2人暮らし。

H30年頃から物忘れの症状があり、かかりつけの石田温泉病院医師に症状を相談し、同院紹
介にて高松病院を受診。アルツハイマー型認知症の診断を受け、薬物療法開始。定期的な
通院を継続していたが、遠方である事から通院が困難になり、R1年冬季より石田温泉病院
へ逆紹介され、薬物療法を行っていた。

R2年に入り、無断で外へ出ていく事や近隣住民宅への侵入、徘徊により帰宅できず、警察
に保護される事もあった。R2.4.17、再び高松病院を受診し、入院治療を勧められたが遠方
である事から、妻様が応じられなかった。5月に入り、興奮して妻を叩く等の暴力行為もあ
り、妻様は本人への対応に疲弊しており、八戸市内での入院加療を希望され、R2.5.26入院
予定となっていた。　R2.5.16 22：30頃自宅から出ていき徘徊する。本人を見つけ長男が
介入するが興奮・抵抗が強く、警察へ通報・保護。警察にて朝まで保護されていた。

　R2.5.21　16：55　高齢者支援センター寿楽荘井上氏から連絡が入る。本人が徘徊し、警
察が介入しているが、不穏が強い状態であるとの事。精神科救急当番であった八戸市立市
民病院を受診し、入院となっている。市民病院での治療が終了し、ご家族が当院での入

治療を希望された事から、薬剤・環境調整目的で、東Cユニットへ医療保護入院となる。
・CSセット：Bプラン　オムツ②

・売店：購入可（上限なし）

・義歯：総義歯（ネームあり）

・緊急時：搬送希望（市民病院）

・他科受診：・市民病院泌尿器科　R2.6.8（家族のみ）

　　　　　　・ハートクリニック（ペースメーカーの点検）　
R2.6月中（家族から連絡予定）

　・石田温泉病院　R2.6.18予定

